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齢
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上
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。



衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
君
提
出
年
金
支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
を
見
据
え
た
今
後
の
国
家
公
務
員
制
度
の
在
り
方
に

関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
人
事
院
に
よ
る
「
定
年
を
段
階
的
に
六
十
五
歳
に
引
き
上
げ
る
た
め
の
国
家
公
務
員
法
等
の

改
正
に
つ
い
て
の
意
見
の
申
出
」
（
以
下
「
定
年
引
上
げ
の
た
め
の
意
見
の
申
出
」
と
い
う
。
）
の
趣
旨
、
今
国
会
に
提
出

し
て
い
る
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
内
容
等
も
踏
ま
え
決
定
し
た
「
国

家
公
務
員
の
雇
用
と
年
金
の
接
続
に
関
す
る
基
本
方
針
」
（
平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
三
日
国
家
公
務
員
制
度
改
革
推
進
本

部
決
定
・
行
政
改
革
実
行
本
部
決
定
）
に
お
い
て
、
「
定
年
退
職
す
る
職
員
が
フ
ル
タ
イ
ム
再
任
用
（
常
時
勤
務
を
要
す
る

官
職
へ
の
採
用
）
を
希
望
す
る
場
合
、
当
該
職
員
の
任
命
権
者
は
、
定
年
退
職
日
の
翌
日
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
に
当

該
職
員
を
採
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
」
等
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
再
任
用
に
よ
る
雇
用
と
年
金
の
接
続
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

退
職
勧
奨
（
人
事
の
刷
新
、
行
政
能
率
の
維
持
・
向
上
を
図
る
等
の
た
め
、
任
命
権
者
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
に
よ

一



し
ょ
う
よ
う

っ
て
職
員
本
人
の
自
発
的
な
退
職
意
思
を
形
成
さ
せ
る
た
め
の
事
実
上
の
慫
慂
行
為
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
慫
慂
を
受
け

て
退
職
す
る
場
合
、
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
十
五
号
）
第
四
条
の
二
の
規
定
に
よ

り
記
録
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
任
命
権
者
が
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
た
条
件
に
合
致
し

、
職
員
が
自
発
的
に
応
募
し
た
場
合
に
退
職
手
当
が
優
遇
さ
れ
る
希
望
退
職
制
度
を
導
入
し
、
ま
た
、
職
員
が
定
年
ま
で
勤

務
で
き
る
環
境
の
整
備
を
図
っ
て
い
く
中
で
、
基
本
的
に
は
無
く
し
て
い
く
方
向
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

総
務
省
と
し
て
は
、
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
十
九
号
。

以
下
「
公
益
法
人
認
定
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
公
益
法
人
（
以
下
「
公
益
法
人
」
と
い
う
。
）
、
特

定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
等
の
う
ち
、
高
い

公
共
性
が
認
め
ら
れ
る
業
務
を
行
う
法
人
に
職
員
を
派
遣
す
る
こ
と
は
意
義
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
退
職
管
理
基
本
方
針
」

（
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
二
日
閣
議
決
定
）
を
踏
ま
え
、
当
該
業
務
を
行
う
に
ふ
さ
わ
し
い
専
門
的
な
知
識
・
経
験
を
有

す
る
職
員
を
こ
れ
ら
の
法
人
に
派
遣
で
き
る
よ
う
に
す
る
制
度
の
構
築
に
向
け
、
現
在
、
高
い
公
共
性
が
認
め
ら
れ
る
法
人

の
認
定
等
の
ス
キ
ー
ム
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
得
る
か
に
つ
い
て
の
検
討
（
以
下
「
法
人
認
定
等
に
係
る
検
討
」

二



と
い
う
。
）
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
二
十
二
年
八
月
十
日
の
人
事
院
勧
告
時
の
「
公
務
員
人
事
管
理
に
関
す
る
報
告
」
は
、
「
職
員
の
派
遣
に
つ
い
て
は

、
国
家
公
務
員
を
公
益
法
人
等
に
派
遣
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
意
義
や
妥
当
性
を
整
理
し
、
高
い
公
共
性
が
認
め
ら
れ
る
法

人
の
認
定
等
の
選
定
を
内
閣
に
お
い
て
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
本
院
と
し
て
も
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
当
面
、
一
定
の
条

件
の
下
で
、
現
行
法
の
範
囲
内
で
職
員
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
に
つ
い
て
、
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
」
と

し
て
お
り
、
法
人
認
定
等
に
係
る
検
討
を
踏
ま
え
、
人
事
院
と
し
て
も
必
要
な
検
討
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

人
事
院
は
、
定
年
引
上
げ
の
た
め
の
意
見
の
申
出
に
お
い
て
、
管
理
職
の
新
陳
代
謝
を
図
り
組
織
活
力
を
維
持
す
る
た
め

、
能
力
・
実
績
に
基
づ
く
人
事
管
理
が
徹
底
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
当
分
の
間
の
措
置
と
し
て
、
本
府
省
の
局
長
、
部
長
、
課

長
等
の
一
定
の
範
囲
の
管
理
職
が
現
行
の
定
年
で
あ
る
六
十
歳
に
達
し
た
場
合
に
は
他
の
官
職
に
異
動
さ
せ
る
こ
と
と
す
る

役
職
定
年
制
の
導
入
が
必
要
で
あ
る
旨
、
ま
た
、
能
力
・
実
績
に
基
づ
く
人
事
管
理
の
徹
底
や
行
政
事
務
の
執
行
体
制
の
見

直
し
等
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
前
提
に
、
職
員
の
能
力
・
経
験
を
活
用
す
る
観
点
か
ら
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
等
の
整
備
に
つ

い
て
公
務
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
旨
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三



政
府
と
し
て
は
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
再
任
用
に
当
た
り
、
定
年
引
上
げ
の
た
め
の
意
見
の
申
出
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

本
府
省
の
局
長
、
部
長
、
課
長
等
の
一
定
の
範
囲
の
管
理
職
に
つ
い
て
は
、
他
の
官
職
で
再
任
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
に
つ
い
て
は
、
退
職
管
理
基
本
方
針
、
国
家
公
務
員
の
雇
用
と
年
金
の

接
続
に
関
す
る
基
本
方
針
等
を
踏
ま
え
、
職
員
が
培
っ
て
き
た
多
様
な
専
門
的
知
識
や
経
験
を
公
務
内
で
積
極
的
に
活
用
で

き
る
環
境
を
整
備
す
る
観
点
か
ら
、
そ
の
職
域
の
整
備
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
再
任
用
を
さ
れ
た
職
員
の
給
与
の
在
り
方
に
関
し
て
は
、
総
人
件
費
改
革
や
職
員
の
能
力
活
用
の

観
点
も
踏
ま
え
つ
つ
、
今
後
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
よ
う
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
公
益
法
人
は
、
独
立
行
政
法
人
と
異
な
り
民
間
法
人
で
あ
り
、
一

般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
十
八
号
）
及
び
公
益
法
人
認
定
法
に
お
い
て
定

め
ら
れ
て
い
る
事
項
を
除
き
自
律
的
な
運
営
が
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

四


